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３ 指導の実際 

 学習内容 生徒の学習活動 教師の指導・留意点 評 価 規 準
 

（導 入） 
 
 
 

〔作 業〕 
 

 
 
〔課 題〕 

 
 
 
〔まとめ〕 

 
 
 

(ふりかえり) 
 

○ 本 時 の 目 標 を 

つかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「本時のふりかえ

り」を行う。 

○車のモニターと教師の説

明から、七尾駅までの実際

の走行をイメージする。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○モニターのドットひとつひとつに対し

て、どのあたりをどのような状態で走行し

ていたか、物語的に詳しく説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○【関心・意欲・

態度】 

興味をもって作

業にとりくみ、

実際の走行を意

欲的にイメージ

しようとしてい

る。 

 

○【知識・理解】

「ｖ-t グラフ」

から移動距離

を求めることが

できる。 

 
   
 
４ 成果と課題 

(1) 成果 

① 学習意欲の向上 

ア 課題解決型学習の導入 

課題解決型学習を取り入れることで、生徒が主体的に活動することができた。また、課題を

解決していくなかで、さまざまな基礎的学習の復習にも意欲的に取り組むことができた。 
イ 生徒にとって身近な題材 

身近な題材を扱うことによって、生徒は興味を持って課題に取り組んでいた。また、   

「50 分の授業のために、先生はわざわざ七尾まで行ったんやなぁ。」と発言する生徒もいて、

授業者と生徒との間で、ひとつの授業を大切にしようという同じ思いが生じた。 
② 達成感 

生徒にとっては難しい課題であったが、教師の支援を受けながらも、生徒全員が自分の手を 

使って課題を解決することができた。生徒たちは達成感を感じていたようで、本授業が小さな 

成功体験になったことと思う。 
 
(2) 課題 

① 「学び合い」をする場面の設定 

本時では、ほとんどの生徒が教師による支援を受けながら課題を解決していた。そのため、  

生徒同士の意見交流によって、課題を解決することはできなかった。「学び合い」をする場面を

設定し、生徒同士が小集団の中で考えを深め合えるように配慮する必要があったと考える。 
② 生徒にとっての自己評価の意義 

自己評価を行うことで、生徒は自分の学習態度をふりかえることができたが、それが次の  

学習態度へ繋るまでには至っていない。自己評価の意義をしっかりと理解させていきたい。 
 
 
 
５ その他  参考文献 「力と運動・速さと距離と時間」 板倉聖宣 
 

Ｄ－1 評価用紙の集計 

(1)車のモニターから、「ｖ－tグラフ」を棒グラフであらわそう。 
(2)グラフから「平均の速さ」は何㎞/時になるか、見当をつけてみよう。 

(1)“蛍光ペンで囲まれた長方形”の面積が、七尾駅までの距離である。 
(2)「ｖ－tグラフ」と“蛍光ペンで囲まれた長方形”の面積は等しい。 
(3)七尾駅までの距離は、「ｖ－tグラフ」の面積から求められる。 

Ｃ－1 指導案 Ｃ－２ ワークシート Ｃ－３ 評価用紙 

(1)「ｖ－tグラフ」から正確に「平均の速さ」を求めよう。 
(2)この「平均の速さ」を使って、七尾駅までの距離を求めよう。 
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